
 
 
平成22年10月期通期連結業績予想数値の修正（平成21年11月1日～平成22年10月31日） 

 
 

修正の理由 

 平成22年10月期の通期売上高は、第４四半期において前年同期比２桁の伸びを示すものの、厳しい経営環境下、全体として
はほぼ予想通りとなる見込みであります。事業別には、ダイレクト・マーケティング事業において、美容食品を中心に売上高が伸張
し、予想を約770百万円上回る見込みである一方、情報・印刷事業においては、厳しい受注環境の下、第４四半期より漸く改善
の兆しが見え始めたものの、新規および大口取引先に対する営業活動の遅れにより、予想を約1,160百万円下回り、全体として
は、予想を約390百万円（2.0％）下回る19,360百万円となる見込みであります。 
 利益につきましては、第４四半期において３四半期ぶりに営業利益を計上するものの、通期の営業損益は、予想を下回る見込み
であります。事業別には、ダイレクト・マーケティング事業において、更なる合理化策として当期実施した物流拠点の移転、賃借料の
低減等のコスト削減を行ったものの、顧客基盤拡充のための先行的な広告宣伝活動費用の増加により、営業利益はほぼ予想通
りとなる見込みであります。一方、情報・印刷事業においては、ダイレクト・マーケティング事業同様、更なる合理化策の一環として実
施した事業所の統廃合等により、経費は低減したものの、売上高減少による利益の落ち込み、合理化策実施に伴う原状回復費
等の一時費用の発生等により、予想を約500百万円下回り、全体としては、予想を約390百万円下回る240百万円の営業損失、
経常損益は予想を約400百万円下回る270百万円の経常損失となる見込みであります。 
 当期純損益につきましては、投資有価証券評価損および合理化策の実施に伴う固定資産除却損等の発生により、予想を約56
0百万円下回る450百万円の当期純損失となる見込みであります。 
 
(注）上記の予想につきましては、現時点において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、今後、様々な要因により予想と
異なる結果となる可能性があります。 
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業績予想の修正に関するお知らせ  

当社は、最近の業績の動向等を踏まえ、平成21年12月７日に公表いたしました平成22年10月期（平成21年11
月１日～平成22年10月31日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 19,750 150 130 110 4.46

今回発表予想(B) 19,360 △240 △270 △450 △18.26

増減額(B-A) △390 △390 △400 △560

増減率(%) △2.0 ― ― ―

（ご参考）前期実績 
（平成21年10月期）

20,516 △959 △761 △1,379 △55.95


